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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

 令和５年１０月１６日 

件   名 アレフ（オウム真理教）対策について 

所管部課名 危機管理部危機管理課 

内   容 

アレフ（オウム真理教）対策について以下のとおり報告する。 

 

１ オウム真理教後継団体の観察処分更新を求める署名活動について 

（１）活動報告 

   ５月～   各地区町自連及び関係団体へ署名協力依頼 

   ６月～   区内町会・自治会長及び関係団体へ署名用紙送付 

７月～８月 各団体から署名用紙の提出 

（２）署名収受件数 

   ４８２筆、１,４７０,９２２名（１０月６日現在） 

   （前回確定署名数 １,８４５筆、１,０４８,１９１名） 

（３）主な署名協力団体 

   区内町会・自治会 

   区内関係団体 

   区内事業所 

   東京都町会連合会 

   日本労働組合総連合会東京都連合会 ほか 

 

２ オウム真理教対策関係市区町連絡会（会長 足立区長）による法務大

臣・公安調査庁長官・公安審査委員会委員長への要請行動について 

（１）日 時 

 令和５年１０月１３日（金）午後５時１５分 

（２）場 所 

 法務省、公安調査庁及び公安審査委員会事務局 

（３）出席者 

 オウム真理教対策関係市区町連絡会加入自治体代表 

   各オウム真理教対策住民協議会代表 

   各オウム真理教対策議員連盟代表 

   足立区議会議長 

   足立区町会・自治会連合会長 

（４）内 容 

  ア オウム真理教対策関係市区町連絡会から要請書の提出 

  イ 各住民協議会から署名の提出 

  ウ 各議会から議会意見書の提出 

  エ 足立区長、世田谷区長から要請書の提出 
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３ 条例第１０条に基づく過料処分について（令和５年１月報告請求関係） 

（１）経過 

「足立区反社会的団体の規制に関する条例」に基づき、アレフに対し

令和５年１月１日現在の報告を令和４年１２月に求めたが、これまで報

告が無いため、同条例第１０条に基づき、過料に処した。 

（２）処分日及び過料の額 

 処分日    令和５年９月 ８日（金） 

   過料の額   ５０,０００円 

過料納付期限 令和５年９月２５日（月） 
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

令和５年１０月１６日 

件   名 住区まつりでのコミュニティタイムライン普及啓発について 

所管部課名 危機管理部総合防災対策室調整担当課 

内   容 

コミュニティタイムライン※（以下、「ＣＴＬ」という。）を区民へ普及させ

るため、住区まつりにてブースを出展し、普及啓発を以下のとおり行う。 

※ 水害時に取るべき行動や避難のタイミングについて、「いつ・誰が・何を 

するのか」を定めた事前防災行動計画。

１ 概要 

（１）目的 

ＣＴＬを区民へ普及させることで、水害への意識啓発を図るとともに、水

害への事前準備、水害時に正しい避難行動ができるよう「自助」「共助」の

強化を図る。 

（２）エリア・日時 

エリア 日 時 

小台・宮城地区 

（江南住区センター） 

令和５年１０月２２日（日） 

１０時～１３時頃 

本木・関原地区 

（本木関原住区センター） 

令和５年１０月２９日（日） 

９時３０分～１３時頃 

千住第五地区 

（千住柳町住区センター） 

令和５年１０月２２日（日） 

１０時～１３時頃 

（３）啓発内容 

内 容 詳 細 

①防災クイズの実施 
ＣＴＬ関連の防災クイズを回答した方 

に記念品を配付  

②足立区公式ＬＩＮＥアカ

ウントの登録を促す

足立区公式ＬＩＮＥアカウントを（す 

でにダウンロード済の方を含む）ダウ 

ンロードしていただいた方に対し記念 

品を配付 

③水害パネルの展示 

ＣＴＬに関連したパネルを展示し、防

災クイズのヒントをパネルに盛り込む

ことで、ＣＴＬに対しての理解を深め

てもらう 

※ 記念品については、簡易トイレ、ビスコ、クラッカー、カレーを

配付予定
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 
 令和５年１０月１６日 

件   名 防災行政無線聞き直しテレホンサービスの無料化について 

所管部課名 危機管理部総合防災対策室災害対策課 

内   容 

防災行政無線の放送内容を聞き直すことができる「防災無線テレホン案

内」については、災害時の利用しやすさを向上させるため、令和６年度か

らの無料化に向けて検討を開始したため報告する。 

※ 通話料無料に変更した場合、電話番号（０１２０）の変更が必要 

 

１ 現状 

災害時など防災無線の放送内容を、同時にたくさんの人に情報提供で

きるテレホンサービス（提供事業者：㈱アルカディア） 

（１）電話番号 050-5527-2305 ※ 通話料金は有料 

（２）機能等 

ア いつでも冒頭から放送内容を聞くことが可能 

イ 区独自の１，０００回線を確保 

ウ テキストデータから音声を自動作成する 

 

２ 通話料無料化スケジュール（案） 

令和５年 

９月～ 

契約方法等検討 

予算の検討 

令和６年 

１～３月 
新電話番号周知マグネットシート作成（予定） 

４月 

新通話料無料サービス開始 

現行サービス（050-5527-2305）との並行運用 

区ＨＰ・ＳＮＳを利用しての情報発信 

５月 
あだち広報（５月１０日号予定）災害特集記事に

て通話料無料化による番号変更について掲載 

６月 
新電話番号周知マグネットシートを全戸配付 

月末にて現行サービスを終了 
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３ 他自治体の状況（東京２３区） 

聞き直しテレホンサービスの導入状況 
導 入：２１区 

未導入： ２区 

サービスの通話料金 
有 料：１４区 

無 料： ７区 

 

４ 利用状況（月ごとの合計件数） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

３４件 ６４件 ９２５件 １，６４１件 １，６９５件 

※ 日ごとのピークは１４０件（８月９日、台風第７号接近） 

 

５ 通話料金の概算想定 

月に１，０００件が携帯電話から着信（３分で 11.55円）した場合 

１３８，６００円（年間） 11.55円×1,000件×12か月 

 

６ 令和元年東日本台風（台風第１９号）時のテレホンサービス稼働数 

足立区 同時対応数３０件までで対応しきれず 

大田区 

１，２００件（令和元年１０月の稼働数） 

※ １０月１１日 １７０件 

１２日 ９０８件 

１３日  ２６件 

練馬区 ２，４８７件（令和元年１０月の稼働数） 
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